
　

病
気
に
強
く
作
り
や
す
い
ミ
ニ
ト
マ
ト
を

は
じ
め
、
中
玉
ト
マ
ト
、
調
理
用
ト
マ
ト
に

は
次
頁
の
よ
う
な
品
種
が
あ
り
ま
す
。

　　

ミ
ニ
・
中
玉
・
調
理
用
ト
マ
ト
は
、
ど
れ

も
生
長
す
る
と
草
丈
が
２
ｍ
前
後
に
な
り
、

ま
た
栽
培
も
長
期
に
わ
た
る
の
で
、
コ
ン
テ

ナ
は
25
ℓ
以
上
の
大
型
の
も
の
を
使
用
し
ま

す
（
第
１
図
）。

　

ト
マ
ト
栽
培
の
場
合
、
タ
ネ
ま
き
か
ら
植

え
付
け
適
期
の
苗
を
育
て
る
の
に
60
〜
70
日

間
か
か
り
ま
す
。
植
え
付
け
適
期
の
４
月
下

旬
〜
５
月
上
旬
か
ら
逆
算
す
る
と
、
２
月
中

下
旬
の
低
温
期
に
タ
ネ
ま
き
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
保
温
な
ど
管
理
が
実
に
大
変
で
す
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
よ
い
苗
を
購
入
す
る
こ
と

が
、
栽
培
の
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。
も
し
、

育
て
た
い
品
種
が
あ
る
場
合
は
、
育
苗
に
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
（
コ
ラ
ム
参
照
）。

か
け
て
渡
来
し
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
実
に

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
品
種
が
登
場
し
て

き
て
い
ま
す
。
大
果
種
の
大
玉
ト
マ
ト
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
小
果
種
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
、

中
玉
ト
マ
ト
（
ミ
デ
ィ
ト
マ
ト
）、
調
理
用
ト

マ
ト
な
ど
、
何
を
栽
培
し
よ
う
か
迷
う
ほ
ど

で
す
。

　

ミ
ニ
ト
マ
ト
は
初
心
者
で
も
育
て
や
す
い

う
え
、
実
が
房
な
り
で
、
糖
度
も
高
く
食
べ

や
す
い
こ
と
か
ら
、
高
い
人
気
が
あ
り
ま
す
。

中
玉
ト
マ
ト
は
、
大
玉
ト
マ
ト
に
近
い
ボ
リ

ュ
ー
ム
と
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
よ
さ
を
兼
ね
合
わ

せ
た
種
類
で
、
最
近
人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
調
理
用
品
種
は
文
字
通
り
、
熱

を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
酸
味
と
甘
み
、
う

ま
み
が
増
す
タ
イ
プ
で
、
単
に
栽
培
す
る
だ

け
で
な
く
、
収
穫
後
の
料
理
に
ま
で
そ
の
楽

し
み
が
広
が
り
ま
す
。
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「
ト
マ
ト
が
赤
く
な
る
と
医
者
が
青
く
な

る
」
の
こ
と
わ
ざ
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

ト
マ
ト
は
栄
養
的
に
優
れ
た
野
菜
で
す
。
真

っ
赤
に
完
熟
し
た
果
実
に
は
、
カ
ロ
テ
ン
と

リ
コ
ピ
ン
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
緑
黄
色

野
菜
の
代
表
と
し
て
私
た
ち
の
健
康
を
支
え

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

ト
マ
ト
の
原
産
地
は
ペ
ル
ー
、
エ
ク
ア
ド

ル
近
辺
の
ア
ン
デ
ス
高
原
地
帯
で
す
。
新
大

陸
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
、
そ
し
て
世
界
各
地

へ
と
伝
播
し
た
ト
マ
ト
は
、
今
や
世
界
の
最

重
要
野
菜
の
１
つ
と
な
り
、
種
類
も
大
変
豊

富
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
へ
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に

藤
ふじ た  

田　 智
　さとし恵泉女学園大学

園芸文化研究所准教授

　「トマトが赤くなると医者が青くなる」のことわざ通
り、おいしいだけでなく栄養的にも優れたトマト。緑黄
色野菜の代表格です。アンデス高原からヨーロッパに渡
り、さらには世界各地へと広まりました。
　今ではさまざまなトマトが誕生し、大玉以外の品種も
バラエティーに富んでいます。初心者でも育てやすいミ
ニトマト、ボリュームもある中玉トマト、料理の楽しみ
が広がる調理用トマトなど、お好みの品種を選んでくだ
さい。

その13 ミニ・中玉・調理用トマト
̶医者を青くする果実̶

コ
ン
テ
ナ
な
ど
の
準
備

1

タ
ネ
ま
き
と
植
え
付
け

2
栽培が容易で、お弁当、サラダなどにも幅広く使えるミニトマト。

第1図 準備するもの

❶コンテナ
（容量が25ℓ以上のもの）

大玉トマトに近いボリュー
ムと、ミニトマトの手軽さ
を併せ持つ中玉トマト。

ミ
ニ
ト
マ
ト
・
中
玉
ト
マ
ト
・

調
理
用
ト
マ
ト
の
特
徴

主
な
品
種

栽
培
方
法

直径30㎝

深さ
30㎝

❷鉢底ネット

❸軽石（鉢底石）

❺長さ２ｍ以上の支柱竹３本

❻誘引用のひも ❼移植ゴテ、ハサミ

❹培養土
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❷
植
え
付
け

　

準
備
し
て
お
い
た
コ
ン
テ
ナ
に
植
え
付
け

ま
す
（
第
４
図
）。
な
お
、
最
近
で
は
培
養
土

の
入
っ
た
袋
が
、
そ
の
ま
ま
栽
培
に
使
え
る

タ
イ
プ
も
登
場
し
て
い
ま
す
。
利
用
す
る
場

合
は
、
地
面
に
設
置
す
る
部
分
に
穴
を
開
け
、

水
は
け
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

　

植
え
付
け
は
、
遅
霜
の
心
配
が
な
く
な
る

４
月
下
旬
〜
５
月
上
旬
ご
ろ
に
行
い
ま
す
。

植
え
付
け
適
期
の
苗
は
、
第
１
花
房
の
１
〜

２
花
が
開
花
す
る
く
ら
い
の
大
き
さ
で
す
。

た
だ
し
、
市
販
苗
に
は
一
般
に
小
さ
め
の
９

㎝
ポ
ッ
ト
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
購
入
し

て
か
ら
12
㎝
ポ
ッ
ト
に
移
し
、
１
番
花
が
咲

き
始
め
る
ま
で
養
生
し
た
方
が
、
よ
い
成
績

を
収
め
ら
れ
ま
す
（
第
２
図
）。

❶
よ
い
苗
の
選
び
方

　

第
３
図
を
参
照
し
、
よ
い
苗
を
選
び
ま
す
。

ま
た
、
接
ぎ
木
苗
は
高
価
で
す
が
、
病
害
な

ど
に
強
く
育
て
や
す
い
の
で
お
す
す
め
で
す
。

第2図 鉢上げ

第4図 植え付け 第３図 よい苗の選び方

‘千果’
糖度８～10度と甘みが強く、
食味に優れている。

‘ココ’
ミニトマトの中では大粒で、
果肉がしっかりしていて食
べ応えがある。

‘フルティカ’
糖度７～８度で食味がよく、
葉かび病に耐病性がある。

‘ペペ’
フルーツ感覚の甘さで、１
花房当たりの平均果数が30
果と多収。

‘小桃’
平均果重20～30gと大粒で、
ゼリーの飛び出しが少なく
お弁当にも向いている。

‘ルイ60’
平均果重60g。栽培容易で
果揃いがよい。

‘イエローピコ’
黄皮・黄肉のミニトマト。
糖度は６～７度。

‘イエローペア’
洋ナシ形のミニトマトで、
果実は黄色。酸味が少なく
さっぱりとした食味が特徴。

‘ティオクック’
リコピンが豊富で酸味が
強く、煮炊きにぴったり。

ミ
ニ
ト
マ
ト

中
玉
ト
マ
ト

調
理
用
ト
マ
ト

❶コンテナの底
に鉢底ネット
を敷く。

おすすめトマトあれこれ

　タネまきは、植え付け時期の２カ月ほど前を目
標に行いますが、家庭菜園では、４月まきの６月
植え付けが無難です。
　ポットで２カ月間育苗するので、週に１回、
５００倍液肥を水やり代わりに施し、肥切れに注意
します。第１花房が開花するころに植え付けます。

タネから育てる場合コラム

購入苗を鉢上げし、定植適期苗
に育てる。

節
間
が
詰
ま
り
、
ガ
ッ
チ
リ
し
て
い
る
。

❷底が見えなくなるくら
いに軽石を敷く。

❸培養土を入れる。

❸発芽後、生育の
よい芽を３本残
して間引く。

❹コンテナの中央に植え
穴を掘る。
ポリポットから、根鉢
を崩さないように抜く。

植え穴を
掘る。

ウォータースペ
ースを2㎝くら
いとる。

❺苗を植え付ける。
　株元に土を寄せ、ぐら
つかないようにする。

植え付け後は
水をたっぷり
と与える。

❻水を与える。

購入苗は
多くが
９㎝ポット。

12～15㎝ポット
に鉢上げし、本
葉８～９枚で１
～２花開花まで
育苗する。

第１花房が
１～２花咲
いている。

葉色が濃く、
病害虫にやら
れていない。

双葉がしっか
りついている。

根鉢ができて
いる。

❶12㎝ポリポット
に培養土を入れ、
指でまき穴を４
つあけて、タネ
を４粒まく。

❷覆土し
水やり
をする。

とる

❹３本に！

残す

❺本葉が２～３枚に
なったら、２本残
して間引きする。

❽１本立ち
❼本葉４～５枚で生育
のよい１本を残し、
あとは間引きする。

とる

❾第１花房が展開し
た、定植適期苗に。

❻２本立ち

‘レッドペア’
もおすすめ

赤色の‘ピコ’
もおすすめ

‘ルイ40’
もおすすめ

とる

トマト品種の販売は62頁



　

病
害
虫
が
発
生
す
る
と
、
収
穫
皆
無
と
い

う
事
態
も
起
こ
り
ま
す
の
で
、
で
き
れ
ば
予

防
に
努
め
ま
す
。

　

う
ど
ん
こ
病
に
は
カ
リ
グ
リ
ー
ン
を
散
布

し
ま
す
。
ア
ブ
ラ
ム
シ
に
は
オ
レ̶

ト
液
剤
、

ベ
ス
ト
ガ
ー
ド
水
溶
剤
な
ど
を
散
布
す
る
か
、

植
え
穴
に
オ
ル
ト
ラ
ン
粒
剤
ま
た
は
ベ
ス
ト

ガ
ー
ド
粒
剤
を
施
用
し
ま
す
。
ア
ブ
ラ
ム
シ

の
防
除
を
し
っ
か
り
行
え
ば
、
ウ
イ
ル
ス
病

対
策
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
テ
ン
ト
ウ
ム

シ
ダ
マ
シ
は
見
つ
け
た
ら
捕
殺
し
、
オ
オ
タ

バ
コ
ガ
に
は
ア
フ
ァ
ー
ム
乳
剤
、
ス
ピ
ノ
エ

ー
ス
顆
粒
水
和
剤
な
ど
を
散
布
し
ま
す
。

　

ミ
ニ
ト
マ
ト
で
は
、
開
花
後
40
日
程
度
で

赤
く
着
色
し
て
き
ま
す
。
コ
ン
テ
ナ
菜
園
で

は
、
真
っ
赤
に
熟
し
て
か
ら
収
穫
し
ま
し
ょ

う
。
し
か
も
、
朝
に
と
る
と
よ
り
一
層
お
い

し
く
な
り
ま
す
。
早
朝
の
太
陽
の
光
に
き
ら

り
と
輝
く
、
真
っ
赤
な
ト
マ
ト
を
収
穫
す
る

時
、
そ
の
心
地
よ
い
重
み
と
新
鮮
な
甘
み
が
、

心
に
ジ
ー
ン
と
響
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

調
理
用
ト
マ
ト
の
み
な
ら
ず
、
ミ
ニ
ト
マ

ト
や
中
玉
ト
マ
ト
も
食
卓
で
大
い
に
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。
収
穫
し
た
ト
マ
ト
を
サ
ラ
ダ

で
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
に
料
理
し
て
、
家
族
み

ん
な
で
わ
い
わ
い
し
な
が
ら
食
べ
る
と
、
お

い
し
さ
も
一
層
増
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

コ
ン
テ
ナ
栽
培
で
は
、
水
や
り
と
同
時
に

培
養
土
の
肥
料
分
が
外
に
流
れ
出
て
し
ま
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
定
期
的
な
追
肥
が
栽

培
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す（
第
９
図
）。
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秋田県生まれ。恵泉女学園大学園
芸文化研究所准教授。専門は野菜
園芸学、植物育種学、農業教育学。
「NHK趣味の園芸」講師、雑誌「や
さい畑」連載などで野菜作りの魅
力を伝える。著書に「別冊NHK
趣味の園芸・わが家の片隅でおい
しい野菜を作る」（NHK出版）な
ど多数。 

藤田  智
（ふじた   さとし）

第5図 支柱立て（３本立て）

第6図 整枝・誘引・わき芽とり第7図 摘芯

第9図 追肥 第8図 ホルモン処理

ひもで支柱の上部をしばる。

８の字に
誘引する。

支柱に茎を、
ひもで８の字
状にしばる。

株元を支柱に誘引する（支柱の根
元を支える機具もあるので、利用
するとよい）。

植え穴にオルトラン粒剤
を散布すると、アブラム
シを防除できる。

❸
支
柱
立
て

　

植
え
付
け
後
、
支
柱
を
立
て
て
誘
引
し
ま

す
（
第
５
図
）。

　　

苗
が
活
着
し
、
葉
や
茎
が
勢
い
よ
く
生
長

し
て
く
る
と
、
葉
の
付
け
根
か
ら
盛
ん
に
わ

き
芽
が
出
て
き
ま
す
。「
お
っ
、
調
子
い
い
な

あ
！
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ト
マ
ト
は
、
一

般
に
こ
の
わ
き
芽
を
す
べ
て
摘
み
取
り
、
主

枝
１
本
に
の
み
果
実
を
着
果
さ
せ
る
、
１
本

仕
立
て
で
育
て
ま
す
（
第
６
図
・
第
７
図
）。

　

ト
マ
ト
の
場
合
、
第
１
花
房
の
着
果
は
、

つ
る
ぼ
け
防
止
の
た
め
必
ず
成
功
さ
せ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
一
般
に
第
１
花
房
の
開
花

期
は
低
温
な
の
で
、
ト
マ
ト
ト
ー
ン
１
０
０

倍
液
を
散
布
し
着
果
を
促
し
ま
す（
第
８
図
）。

整
枝（
仕
立
て
方
）・
誘
引

3
ホ
ル
モ
ン
処
理

4

追
肥

5

病
害
虫
の
防
除

6

収
穫

7
収
穫
後
の
調
理

8

植え付け後、支柱を立てて苗を誘引する。
※支柱は１本立てもあるが、ここでは３本
立てを解説。

週に１回わき芽とりを行い、
花房直下のわき芽を摘み取っ
た後は誘引する。

コンテナ栽培では、３～５
段で芯止めとする。

主枝１本仕
立てとする。

すべてのわ
き芽をとる。

わき芽をとる
ことで果実を
大きくし、日
当たりと風通
しをよくする
ので病害虫も
減少する。

最終花房の上に２枚の葉を残し、
その上を切る。

１つの花房が２～３花開花したら、
花房全体に散布する（二度がけは
奇形果の原因となるので注意）。

２週間に１回
化成肥料
１株当たり10ｇ

１週間に１回、５００倍液肥
（水やり代わり）でも可。

あるいは

わき芽はここ
で摘み取る。


